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講座期間は 18日、学習総時間は 53 コマ（１コマ 95 分）、一日 3コマとする。学習内容別の時間割は表１に示すが、基
礎発音・語彙・文法・本文の学習時間には 30 コマを当て A教師（筆者）が担当する。学習した表現を使う応用練習には
















                                                                 
 １)：TA（ Teaching Assistant） 語学教員の指示のもと、留学生が授業の補助や運用支援を行っている学生のこと。 
学 習 内 容 コマ数（1コマ95分） 担当教師 
基礎発音・語彙・文法・本文 30 Ａ教師 
応用練習 10 教師 3名（Ｂ、Ｃ、Ｄ）と TA 4 名 
中国の歌 3 Ｄ教師 
コミュニケーション活動 5 教師 3名（Ａ，Ｃ、Ｄ）と TA 4 名 
テスト・分析・補強 4 Ａ教師 
学習成果発表（終了式） 1 孔子学院関係者・指導教師全員 























課 発音・文法項目 コミュニケーション機能 
１ 発音編/普通話とは/表音文字/声調/母音と子音 
軽声/三声変調/ピンイン表記 
簡単な挨拶/自分の名前    

















趣味を尋ねる /インタビュータスク  
８ 時間の読み方 /時間詞 時間を語る/何時に何をするかを語る/簡単な日課を語る 
9 連動文/連用修飾語 家などの所在地を語る/どこに住んでいるかを語る 























































































































































 姓名 国籍・家乡 职业・单位 家庭成员 出生年月 兴趣爱好 大学生活 结婚状况
教师 A         
教师 B         
教师 C         
留学生 A         
留学生 B         
表４ インタビューの流れと必要な表現 
1 挨拶（前置き） 对不起，请问・・・/ 不好意思，打扰一下・・・/ 你们好・・・ 
2 インタビューの理由を説
明する 
这是我的名片。/我叫・・・。/  我是日本人。/我正在学习汉语，想做一个采访。/  我
想了解一下・・・ 
3 インタビューを依頼する 可以吗？/可以耽误您一会儿时间吗？/您方便吗？ 
4 質問して、答えてもらう 我没听懂，请再说一遍，好吗？ 
































の 9つの部分により構成されている。受講者の得点は 93 点の好結果となった。 
表５ 修了試験における出題形式と到達度 
問題 No. 問題数 到達度        出   題   形   式 
1 20 19.00 発音されたピンインを聞き取って、四つの音節の中から、選択する 
2 12 16.67 発音された声調を聞き取って、声調符号をつける 
3 20 19.00 発音されたピンインを聞き取って、ピンインを書く 
4 20 18.00 与えられた漢字にピンインと声調を書く 
5 10 19.00 与えられた陳述文を疑問文に直す 
6 8 18.75 与えられた文が正しいか否かを判断し、間違ったところを正しく直す。 
7 6 18.33 短いセンテンスを聞き、与えられた選択肢から正しいものを選択する。 
8 1 19.00 与えられた日本語短文を中国語に訳す 
9 1 19.00 作文 400 字前後  場面つきの自己紹介 
各問題の到達度の最高点を 20 と設定した場合、ピンインの発音に関する第 1問と第 3問はともに 19.00 であり高得
点となった。語彙の読み方に関する第４問は 18.00 であった。疑問文、副詞、語順などの文法に関する第５問と第６問
はそれぞれ19.00と18.75であり、センテンス聴力に関する第７問は18.33、日本語から中国語に翻訳する第8問は19.00、


















































































































































きであろう。   
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巻末添付 
 [資料１] 到達目標自己評価 
中国語で自己紹介をする                                  
・自分の名前を中国語の漢字とピンインで書け、どんな漢字であるか、相手に分かるように簡単に説明できる  
・自分の家が日本のどのあたりにあるか、表現できる   ・自分がどこの国の人かを伝える 
・自分が所属している集団を簡単に伝える        ・名刺を使って自己紹介できる 
・自分の住んでいる場所の名前を表現できる       ・自分のふるさとの特徴は言える 
・家族構成を言える                  ・家族の職業、年齢、趣味を言える 
・自分の電話番号を言える               ・自分の年齢を言える 
中国語で相手のことを尋ねる 
・相手の名前を尋ねる   ・相手の職業を尋ねる   ・相手の年齢を尋ねる   ・相手の電話番号を尋ねる 
・どこの国の人かを尋ねる ・相手の家族構成を尋ねる ・相手の家族構成を尋ねる ・尋ねる前の前置きを言える 
中国語で数や年月日をやりとりする 
・年月日を言える    ・1～1000 までの数を数える  ・時間を言える   ・以下の量詞を使える（个，本，天，口）
・起床、食事、帰宅など簡単なスケジュールを言える  
中国語で場所案内 
・行きたい場所を尋ねる  ・どういう交通手段で行くかを尋ねる  ・行きたい場所まで所要時間を尋ねる   
・時間量を言える     ・目的地まで遠いか近いかを尋ねる   ・簡単な方位詞を使える 
レストランで食事をする 
・値段を尋ねる         ・相手の好みを尋ねる    ・おいしいかを質問し、返事できる 
・簡単な誘いができる      ・オーダーや会計のときの言い方が言える 
その他 
・人に会ったとき、分かれるときの簡単な挨拶を言える ・相手によって挨拶を使い分けられる  










講座の実施時期  2014 年 4 月 7日～4月 30 日まで  95 分 X 53 クラス 
（１）講義期間は正味１８日間となりましたが、その期間についてどう思われますか。 
□ このぐらいでちょうどいい        
□ できればもうすこし期間を延長したほうがいい 




（２）講義時間は一日 3コマ（午前 1コマ、午後２コマ）、１コマは APU の時間に合わせて 95分でしたが、この時間割
りは適切だと思われますか。時間割について改善すべきところがあれば書いてください。 
□ ちょうどいい              
□ もう少し増やしてもいい   
□ もう少し減らしたほうがいい       
□  その他 
（３）使用教材は《汉语会话３０１》（ 北京语言大学）になっていますが、どう思われますか。 
□ 分かりやすい教材である                
□ 実用的な教材である   
□ 発音ポイントや文法説明はもう少し詳しくしたほうがいい    
□ 発音練習問題をもう少し充実したほうがいい 





□ よかった   
□ とりわけなくてもよい   




□ 教材の内容だけで十分である       
□ 実用的なものを追加したほうがいい 
□ どちらともいえない         
□ その他 
（７）授業における中国語の歌の練習についてどう思われますか。 
□ なくてもよい   
□ あったほうがいい   
□ どちらともいえない  
□ その他 
（８）シラバスの進度について、どう思われますか。 
□ もう少しゆっくり進めたほうがいい   
□ もう少し速くてもかまわない  
□ ちょうどいい    
□ その他 
（９）教材以外に基礎発音練習を取り入れましたが、その必要性についてどう思われますか。 
□ 教材の発音練習だけで十分である       
□ 基礎発音練習はとりわけ入れなくてもいい 
□ 取り入れたほうがいい        
□ その他 
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（１０）週一回、小テストを行いましたが、その必要性についてどう思われますか。 
□ とりわけ必要はない    
□ あったほうがいい     
□ どちらともいえない   
□ その他 
（１１）小テストをするとしたら、何曜日に行えばいいと思われますか、その理由も書いてください。 
□ 月曜日     
□ 金曜日     
□ その他        理由： 
（１２）会話練習についてどう思われますか。 
□ もう少し増やしたほうがいい  
□ インタビュー形式の会話練習がよかった 






５そう思う  ４ややそう思う  ３どちらともいえない  ２あまりそう思わない  １そう思わない 
□ 文法の説明は分かりやすかった               ５ ４ ３ ２ １ 
□ 各回の授業内容の量が適切だった              ５ ４ ３ ２ １ 
□ 各回の授業内容は明確だった                ５ ４ ３ ２ １ 
□ パワーポイントの使用が効果的だった            ５ ４ ３ ２ １ 
□ 発音ビデオの使用が効果的だった              ５ ４ ３ ２ １ 
□ プリントのまとめが効果的だった              ５ ４ ３ ２ １ 
（１５）この授業からあなたは次のものを得ることができたと思いますか。 
５そう思う  ４ややそう思う  ３どちらともいえない  ２あまりそう思わない  １そう思わない 
□ 中国語の概況について、ある程度理解ができた        ５ ４ ３ ２ １ 
□ 簡単な自己紹介ができるようになった            ５ ４ ３ ２ １ 
□ 中国語で話してみるという自信がある程度つくようになった  ５ ４ ３ ２ １ 
□ 中国語に対しある程度興味をかきたてられた         ５ ４ ３ ２ １  
（１６）当初の目標の達成について、どう思われますか。 
□ 当初の目標がほぼ達成できた          
□ 当初の目標がある程度達成できた 
□ 当初の目標が期待通りに達成できなかった   
□ どちらともいえない      
□ その他 
（１７）中国語の概況、文法、発音ポイントについて、日本語で説明する必要があると思われますか。 
□ 日本で説明したほうが分かりやすい      
□ とりわけ日本語で説明しなくてもいい 
□ どちらともいえない         
115
中国語入門講座のコースデザイン：APU 孔子学院社会人向け短期集中講座を事例として 
□ その他 
（１８）ロールプレーを教師と一緒に行いましたが、その内容、実施方法についてどう思われますか。お気づきの点、
改善すべきの点があればご記入ください。 
（１９）今度の授業で取り入れてほしい、または、もっと詳しく勉強したいと思われる内容がありましたら、書いてく
ださい。 
（２０）毎回のテストの内容について、なにか改善すべきところがあれば書いてください。 
（２１）教室環境について、どう思われますか。なにか改善すべきところがあれば書いてください。 
（２２）この講座でよいと思った点があれば書いてください。 
（２３）この講座で改善すべきだと思った点があれば書いてください。 
（２４）講座が始まる前になにかご不安やご心配がありましたか。そして、講座終了後のご感想をお願いします。 
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